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研究成果概要 
 前年度までの研究により、KAGRA 用サファイアには、少なくとも二種類の遷移金属

不純物が混入している可能性があることが判明している。ここでは、これらの金属を同

定するために、電子スピン共鳴（ESR）で観測されたスペクトルとシミュレーション結

果の比較を行った。また、このためのシミュレーション環境の整備を行った。シミュレ

ーションには、MATLAB に組み込まれたプログラムパッケージ(EasySpin)を用いた。 
 図１は、ロット番号 AC150 の試料の ESR のスペクトルとシミュレーション結果を比

較したものである。シミュレーションにはクロムの 3 価のイオンを仮定した。図が示す

ように、AC150 に見られる３本の信号線の２本を良く再現できていることがわかる。こ

のデータの他に磁場方位依存性や低温

（４K）でのスペクトルの比較でも良い

一致を見た（データ不図示）。これらの

結果から、スピンに関するデータを抽出

し（表 1）、既報の値と良く一致すること

を確認した。このことから、AC150 の

試料には、クロムが混入していることが

判明した。 
 なお、ここでは示していないが、他の

試料では、Cr では説明のつかない信号

も観測されている。これについては、現

在のところ、チタン、あるいはモリブデ

ンが候補として考えられている。今後、詳

細検討を行うことにより、その元素種を同

定する予定である。 
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表１ Cr3+のスピンに関するパラメータ

図1 ESRスペクトル（下）とシミュレーション（上）との比較
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